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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
ザ
・
ス
テ
ィ
ン
グ

　

東
京
警
視
庁
が
置
か
れ
た
日
比
谷
赤あ

か

煉れ
ん

瓦が

庁
舎
の
住
所
は
、

東
京
府
東
京
市
麹

こ
う
じ

町ま
ち

区
有
楽
町
一
丁
目
。
二
一
世
紀
で
は
、

Ｄ
Ｎ
タ
ワ
ー
21
ビ
ル
と
な
り
、
近
代
的
な
佇た

た
ずま
い
を
見
せ
て

い
る
。

　

一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
九
月
一
日
の
今
日
、
警
視

庁
は
瓦
礫
の
山
と
化
し
た
。
赤
色
戦
線
戦
士
同
盟
幹
部
剛ご

う

力り
き

毅た
け
し

が
爆
薬
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
で
自
爆
攻
撃
を
敢
行
、
こ

れ
を
粉
砕
し
た
の
だ
。

　

一
〇
ト
ン
余
に
達
す
る
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
の
爆
発
威
力
は
凄

ま
じ
く
、
三
階
建
て
庁
舎
は
完
全
に
崩
壊
し
た
。
炎
の
塊
と

共
に
庁
舎
が
崩
落
、
路
面
は
爆
風
と
黒
煙
、
激
し
い
土
煙
に

満
ち
て
い
た
。

　

爆
発
を
見
届
け
た
赤
色
戦
線
戦
士
同
盟
の
男
た
ち
も
無
事

で
は
済
ま
な
い
。
崩
れ
た
赤
煉
瓦
の
破
片
が
榴

り
ゅ
う

弾だ
ん

の
よ
う

に
周
囲
に
降
り
注
ぎ
、
頭
部
を
直
撃
さ
れ
た
隊
員
が
こ
と
切

れ
る
。
フ
ォ
ー
ド
の
破
片
に
右
腕
を
切
り
裂
か
れ
、
絶
叫
し

つ
つ
転
げ
回
っ
て
い
る
者
の
姿
。
一
抱
え
も
あ
る
扉
の
破
片

に
潰
さ
れ
、
無
残
な
骸む

く
ろを
曝さ

ら

す
者
た
ち
。
地
獄
絵
図
だ
。

　

だ
が
、
帝
国
劇
場
の
延
焼
は
ぴ
た
り
と
止
ん
で
い
た
。
警

視
庁
を
基
点
に
生
じ
た
巨
大
な
爆
風
が
、
劇
場
を
包
む
火
焔

の
大
半
を
吹
き
消
し
た
の
だ
。
油
田
火
災
に
お
け
る
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
を
使
っ
た
爆
破
消
防
と
同
じ
原
理
で
あ
る
。

　

一
方
、
警
視
庁
は
惨さ

ん

憺た
ん

た
る
有
様
だ
。

　

優
美
を
誇
っ
た
三
階
建
て
赤
煉
瓦
庁
舎
の
面
影
は
ど
こ
に
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も
な
い
。
玄
関
上
部
の
ア
ー
チ
は
崩
れ
、
見
張
り
台
も
瓦
礫

の
山
に
埋
も
れ
、
第
二
次
大
戦
時
の
大
型
爆
弾
直
撃
を
思
わ

せ
る
惨
状
を
曝
し
て
い
る
。

　

岩
崎
邸
を
借
り
受
け
た
関
東
防
災
総
司
令
部
で
は
、
隊
員

が
事
前
に
設
置
し
た
ム
ー
ビ
ー
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
、
警
視
庁

爆
発
の
瞬
間
か
ら
そ
の
後
ま
で
が
液
晶
４
Ｋ
モ
ニ
タ
ー
に
余

す
こ
と
な
く
実
況
さ
れ
て
い
た
。

　

警
視
庁
玄
関
に
フ
ォ
ー
ド
製
一
〇
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
が
突
入
、

突
き
出
た
ボ
ン
ネ
ッ
ト
が
扉
を
突
き
破
っ
た
。
車
体
が
め
り

こ
む
よ
う
に
ホ
ー
ル
内
部
に
吸
い
こ
ま
れ
、
次
の
瞬
間
、
発

光
現
象
が
生
じ
た
。

　

高
速
度
撮
影
時
を
思
わ
せ
る
ス
ピ
ー
ド
で
窓
と
い
う
窓
か

ら
一
斉
に
ガ
ラ
ス
片
が
噴
出
、
ア
ー
チ
状
に
作
ら
れ
た
玄
関

上
部
が
崩
落
し
、
橙
色
の
炎
が
モ
ニ
タ
ー
全
面
に
拡
大
す
る
。

　

カ
メ
ラ
が
若
干
ズ
ー
ム
ア
ウ
ト
し
た
時
に
は
、
爆
発
の
最

終
プ
ロ
セ
ス
も
終

し
ゅ
う

焉え
ん

に
向
か
っ
て
い
た
。

　

黒
煙
と
白
煙
が
交
差
し
、
核
爆
発
を
思
わ
せ
る
不
気
味
な

キ
ノ
コ
雲
が
立
ち
上
っ
て
い
く
様
が
映
し
出
さ
れ
る
。

　

高た
か

野の

徹て
つ

也や

一
等
陸
尉
は
立
ち
上
が
っ
た
。
鋭
い
目
つ
き
で

モ
ニ
タ
ー
を
見
つ
め
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
。

　

ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
傍
受
班
が
モ
ニ
タ
ー
す
る
波
長
の
空
電

音
が
流
れ
始
め
る
。

　
５
５
イ
ン
チ
液
晶
４
Ｋ
モ
ニ
タ
ー
に
、
擱か

く

座ざ

横
転
し
た
消

防
ポ
ン
プ
車
の
姿
が
至
る
所
で
確
認
さ
れ
た
。

「
太お

お

内う
ち

、
こ
れ
が
お
ま
え
の
願
っ
た
結
末
だ
」

　

応
え
る
よ
う
に
無
線
が
入
っ
た
。
は
っ
き
り
と
聞
こ
え
る
。

『
同
志
緑み

ど
り

川か
わ

、
ど
う
な
っ
た
』

　

松ま
つ

園ぞ
の

二
尉
が
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
の
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
・
カ
ウ
ン
タ
ー
が
回
り
始
め
る
。
高
野
は
受
話

器
を
握
っ
た
。

「
朝あ

さ

比ひ

奈な

大
尉
、
ど
う
だ
」

　

岩
崎
邸
か
ら
約
三
キ
ロ
東
に
あ
る
国
技
館
の
気
象
情
報
管

制
予
知
セ
ン
タ
ー
で
は
、
朝
比
奈
祐ゆ

う

司じ

大
尉
が
自
ら
最
新
鋭

逆
探
、
電
波
探
知
機
二
型
「
Ｅ
２
Ａ
受
信
機
」
を
操
作
し
て
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い
た
。

　

ブ
ラ
ウ
ン
管
に
走
る
波
形
変
化
を
見
つ
め
、
傍
受
ア
ン
テ

ナ
を
最
適
感
度
に
向
け
る
。

　

国
技
館
に
つ
め
る
各
種
担
当
も
遠
巻
き
に
朝
比
奈
を
見
つ

め
る
。
今
こ
の
瞬
間
、
敵
テ
ロ
リ
ス
ト
位
置
特
定
、
捕
縛
、

あ
る
い
は
殱
滅
が
か
か
っ
て
い
る
と
誰
も
が
知
っ
て
い
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
時
計
の
カ
ウ
ン
ト
は
三
秒
を
過
ぎ
た
。
太
内
の

声
が
流
れ
始
め
る
。

『
何
が
起
き
た
、
同
志
緑
川
。
応
答
し
ろ
』

『
爆
発
で
す
。
同
志
剛
力
が
』

『
や
っ
た
の
か
』

『
や
り
ま
し
た
。
同
志
は
ト
ラ
ッ
ク
ご
と
警
視
庁
に
突
入
、

自
爆
し
ま
し
た
』

『
そ
う
か
』

　

一
〇
秒
。
い
い
ぞ
。
ま
だ
送
信
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
い
る
。

雑
音
が
バ
ッ
ク
ノ
イ
ズ
が
聞
こ
え
る
。

　

そ
の
ま
ま
押
し
続
け
ろ
、
太
内
。

　

あ
と
数
秒
で
決
ま
る
。

　

逆
探
は
成
立
す
る
。

　

そ
れ
が
お
ま
え
の
最
後
だ
。

　

飛
行
船
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
の
操
縦
キ
ャ
ビ
ン
を
、
奇
妙
な
沈

黙
が
支
配
す
る
。

　

八
三
式
無
線
電
信
電
話
装
置
か
ら
聞
こ
え
る
日
本
語
音
声

に
緊
迫
が
漂
う
。
時
計
員
が
達
し
た
。

『
五
秒
経
過
』

　

交
信
は
ま
だ
続
く
。
日
本
語
の
内
容
を
理
解
す
る
の
は
グ

ル
ー
バ
ー
と
魚う

お

住す
み

惣そ
う

司じ

三
等
海
佐
の
み
。
そ
れ
で
も
交
信
継

続
は
判
る
。

『
一
〇
秒
経
過
』

　

司
令
官
を
始
め
、
幹
部
た
ち
が
顔
を
見
合
わ
せ
る
。

　

通
信
長
の
緊
張
は
傍
目
に
も
明
ら
か
だ
。

　

命
令
書
開
封
後
、
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

キ
ャ
ビ
ン
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
た

通
信
長
の
驚
き
と
葛
藤
は
爆
発
寸
前
だ
っ
た
。
片
方
の
手
が

艦
内
通
話
機
に
そ
え
ら
れ
今
に
も
ス
イ
ッ
チ
を
弾
き
そ
う
だ
。

『
一
五
秒
経
過
』



14

　

時
計
員
の
声
。
緊
張
が
一
気
に
高
ま
る
。

　

想
定
さ
れ
る
最
短
逆
探
可
能
時
間
は
二
〇
秒
だ
。

「
あ
と
五
秒
」

　

上
野
動
物
公
園
で
は
、
三み

浦う
ら

知と
も

教の
り

少
尉
率
い
る
第
三
分
隊

が
レ
シ
ー
バ
ー
を
か
け
、
検
流
計
の
針
を
睨
ん
で
い
た
。
担

当
が
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
を
見
つ
め
て
い
る
。

　

不
意
に
三
浦
は
瞬
い
た
。

　

小
枝
が
折
れ
る
音
。

　

先
刻
も
聞
き
、
調
べ
た
が
何
も
な
か
っ
た
。
空
耳
だ
。

　

馬
鹿
な
。
集
中
し
ろ
。
ま
も
な
く
探
知
結
果
が
出
る
。

　

先
任
曹
長
が
口
を
開
い
た
。

「
出
ま
し
た
、
少
尉
殿
。
敵
の
発
信
位
置
は
」

「
発
信
位
置
は
」

　

葛
飾
郡
新
小
岩
の
河
川
敷
で
は
、
相あ

い

田だ

宏こ
う

一い
ち

少
尉
率
い
る

第
七
分
隊
が
任
務
を
遂
行
中
だ
。

　

彼
ら
の
前
に
老
夫
妻
が
腰
を
下
ろ
し
て
い
た
。

　

正
確
に
は
、
リ
ヤ
カ
ー
の
荷
台
に
老
婆
が
う
ず
く
ま
り
、

老
人
が
困
っ
た
よ
う
に
そ
れ
を
眺
め
て
い
る
。

　

不
測
の
事
態
に
備
え
る
べ
く
、
相
田
は
夫
妻
を
こ
の
場
に

留
め
、
警
衛
を
立
て
た
。
さ
す
が
に
Ｓ
Ｉ
Ｇ
ベ
ル
グ
マ
ン
を

直
接
向
け
は
し
な
い
が
、
い
つ
で
も
発
砲
可
能
だ
。
誰す

い

何か

し

た
と
こ
ろ
、
二
人
は
葛
飾
か
ら
逃
げ
て
き
た
被
災
民
で
、
脚

が
悪
い
婆
さ
ん
を
リ
ヤ
カ
ー
で
運
ぶ
途
中
だ
と
言
う
。
そ
れ

で
も
警
戒
を
怠
ら
ぬ
。
あ
と
数
秒
で
敵
位
置
が
判
明
、
特
殊

部
隊
を
送
り
こ
む
こ
と
で
一
連
の
テ
ロ
事
案
は
収
束
す
る
の

だ
か
ら
。

　

先
任
曹
長
が
探
知
方
位
を
読
み
上
げ
る
。

　

三
浦
少
尉
は
炸
裂
音
を
聞
い
た
。

　

続
い
て
激
し
い
衝
撃
を
胸
部
に
感
じ
る
。

　

視
線
を
下
げ
た
彼
は
一
驚
し
た
。

　

胸
部
一
面
が
赤
い
も
の
で
濡
れ
て
い
た
。

　

何
だ
、
こ
れ
。

　

再
び
衝
撃
。
三
浦
の
意
識
は
途
切
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
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ぼ
や
け
る
視
野
。
再
び
鈍
い
銃
声
と
共
に
部
下
た
ち
が

次
々
と
胸
部
を
撃
ち
抜
か
れ
る
様
が
垣
間
見
え
た
。

　

三
浦
の
視
野
は
急
激
に
閉
ざ
さ
れ
た
。
意
識
が
漆
黒
の
闇

へ
墜
ち
て
い
く
。

　

い
き
な
り
撃
た
れ
た
。

　

四
五
・
五
口
径
、
一
一
・
五
六
ミ
リ
拳
銃
弾
の
轟
音
。

　

相
田
少
尉
は
愕
然
と
し
た
。

　

胸
部
に
銃
弾
を
喰
ら
っ
た
部
下
が
次
々
と
倒
れ
、
撃
ち
返

す
前
に
さ
ら
に
弾
を
浴
び
る
。

　

老
夫
妻
の
両
手
に
は
そ
ろ
っ
て
英
国
製
ウ
ェ
ブ
リ
ー
Ｗ
Ｇ

が
握
ら
れ
て
い
た
。
前
世
紀
、
一
八
八
〇
年
度
発
表
の
英
国

製
中
折
れ
式
回リ

ヴ

ォ

ル

バ

ー

転
弾
倉
式
拳
銃
だ
。

　

眼
鏡
の
年
寄
り
二
人
組
が
引
き
金
を
絞
り
、
連
射
を
続
け

る
。
約
半
世
紀
前
、
職
人
の
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
で
丁
重
に
作
ら

れ
た
精
度
高
い
拳
銃
。
無
煙
火
薬
の
香
り
。
橙
色
の
炎
を
発

す
る
銃
口
。
一
八
グ
ラ
ム
の
弾
丸
が
秒
速
一
八
〇
メ
ー
ト
ル

で
放
た
れ
、
人
体
に
食
い
こ
む
。
炸
裂
す
る
。

　

炸
裂
。

　

穿せ
ん

孔こ
う

弾
だ
。

　

英
語
で
言
う
ホ
ロ
ー
ポ
イ
ン
ト
弾
。

　

弾
頭
の
先
端
に
孔
を
持
ち
、
人
体
に
命
中
す
る
と
抗
力
か

ら
弾
頭
が
キ
ノ
コ
状
に
開
き
、
弾
速
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
半
を

人
体
に
ぶ
つ
け
る
。
野
生
動
物
に
対
す
る
狩
猟
用
に
開
発
さ

れ
、
そ
の
残
酷
性
か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
で
軍
事
目
的
で
の

使
用
は
全
面
禁
止
と
な
っ
た
。
四
五
・
五
口
径
で
は
確
か
一

八
九
八
年
に
Ｍ
ｋ
３
マ
ン
ス
ト
ッ
パ
ー
と
し
て
ホ
ロ
ー
・
ポ

イ
ン
ト
が
出
た
が
、
翌
年
に
は
軍
か
ら
残
ら
ず
引
き
上
げ
ら

れ
た
は
ず
。

　

禁
制
の
弾
丸
を
使
う
民
間
人
。

　

つ
ま
り
、
そ
れ
は
。
薄
れ
ゆ
く
意
識
の
中
、
相
田
は
眼
鏡

の
端
に
老
夫
妻
を
捉
え
る
。

　

心
臓
が
鼓
動
を
止
め
る
寸
前
、
再
び
銃
声
が
響
い
た
。

　

最
後
に
残
っ
た
相
田
少
尉
の
頭
部
を
撃
ち
終
え
た
老
婆
は
、

微
か
な
笑
み
を
浮
か
べ
た
。
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「
こ
れ
で
よ
い
か
な
、
同
志
サ
ン
ニ
コ
フ
」

「
大
変
良
い
ね
、
同
志
オ
ル
ガ
」

　

上
野
動
物
公
園
で
は
、
キ
リ
ン
担
当
飼
育
員
、
神か

ん

原ば
る

君き
み

人ひ
と

が
、
コ
ル
ト
の
弾
倉
交
換
を
終
え
て
い
た
。

　

四
五
口
径
Ａ
Ｃ
Ｐ
弾
を
使
う
自
動
拳
銃
に
神
原
は
弾
頭
重

量
一
一
・
九
八
グ
ラ
ム
の
ホ
ロ
ー
・
ポ
イ
ン
ト
弾
を
装
填
、

ビ
ン
入
り
コ
ー
ラ
ほ
ど
の
減サ

プ
レ
ッ
サ
ー

音
器
を
組
み
合
わ
せ
、
三
浦
少

尉
以
下
、
第
三
逆
探
班
員
に
銃
弾
を
浴
び
せ
た
。

「
油
断
は
禁
物
」

　

神
原
は
つ
ぶ
や
き
つ
つ
、
ま
だ
息
が
あ
る
部
下
た
ち
に
と

ど
め
を
刺
し
て
い
く
。

　

高
周
波
音
の
抑
制
さ
れ
た
四
五
口
径
Ａ
Ｃ
Ｐ
弾
の
く
ぐ
も

っ
た
銃
声
が
続
き
、
最
後
に
三
浦
に
銃
口
が
向
け
ら
れ
る
。

　

三
浦
が
握
る
送
受
話
器
か
ら
明
ら
か
な
混
乱
が
伝
わ
っ
て

来
た
。
厳
し
い
口
調
の
反
復
呼
び
か
け
、
バ
ッ
ク
ノ
イ
ズ
も

だ
。

　

悪
魔
の
微
笑
み
を
浮
か
べ
た
神
原
は
、
引
き
金
を
絞
っ
た
。

　

葛
飾
郡
新
小
岩
の
河
川
敷
で
は
、
オ
ル
ガ
と
サ
ン
ニ
コ
フ

が
後
始
末
に
入
っ
て
い
た
。

　

彼
ら
は
秘
密
暗
殺
者
だ
。
元
は
ア
ム
ー
ル
河
と
支
流
域
に

住
む
ツ
ン
グ
ー
ス
の
狩
猟
民
で
、
ロ
シ
ア
内
戦
時
赤
軍
に
協

力
、
以
後
、
徹
底
し
た
日
本
語
特
訓
を
施
さ
れ
、
密
か
に
送

り
こ
ま
れ
た
。
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
誇
る
極
東
の
切
り
札
で
あ

る
。

　

リ
ヤ
カ
ー
の
荷
台
か
ら
オ
ル
ガ
は
素
早
く
身
を
起
こ
し
た
。

　

顔
に
施
し
た
変
装
を
解
く
。
ラ
テ
ッ
ク
ス
、
ド
ー
ラ
ン
、

口
中
に
含
ん
だ
綿
、
巧
み
な
メ
ー
キ
ャ
ッ
プ
を
瞬
く
間
に
リ

セ
ッ
ト
し
た
。
老
婆
が
三
〇
代
の
女
に
蘇
っ
て
い
く
。

　

サ
ン
ニ
コ
フ
も
変
装
を
解
い
た
。
や
が
て
、
狐
目
を
し
た

四
〇
代
の
壮
年
男
が
姿
を
現
す
。

　

二
人
は
遺
留
品
と
衣
類
を
目
の
前
の
河
に
捨
て
、
シ
ル
ク

の
ワ
イ
シ
ャ
ツ
と
ブ
ラ
ウ
ス
を
纒
っ
た
。
そ
の
間
に
も
無
線

機
か
ら
呼
び
か
け
が
続
く
。
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関
東
防
災
総
司
令
部
で
は
、
一
同
が
唖
然
と
ス
ピ
ー
カ
ー

を
見
つ
め
て
い
た
。

　

そ
こ
か
ら
他
な
ら
ぬ
太
内
光み

つ

巌よ
し

の
声
が
響
い
て
い
る
。

『
と
い
う
訳
だ
。
逆
探
知
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
ご
堪
能
い

た
だ
け
た
か
な
、
同
志
諸
兄
』

　

相
手
の
挑
発
に
も
高
野
は
固
い
表
情
を
崩
さ
な
か
っ
た
。

無
線
送
受
話
器
に
向
け
、
応
じ
る
。

「
太
内
光
巌
だ
な
」

『
そ
う
だ
。
私
が
太
内
光
巌
だ
、
高
野
君
』

「
お
ま
え
は
こ
の
周
波
数
を
知
っ
て
い
る
。
な
ぜ
だ
」

『
我
々
も
無
線
傍
受
と
監
視
を
実
施
し
て
い
る
。
残
念
だ
な
。

残
り
の
手
駒
で
は
、
逆
探
平
均
時
間
は
三
五
秒
だ
』

「
剛
力
を
ど
う
見
る
」

『
革
命
の
た
め
の
尊
い
犠
牲
だ
が
、
そ
れ
だ
け
だ
。
私
の
意

志
は
北
極
星
の
よ
う
に
不
動
だ
。
動
揺
な
ど
し
な
い
』

「
こ
の
交
信
も
傍
受
、
逆
探
し
て
い
る
と
思
わ
な
い
の
か
」

『
傍
受
別
班
に
命
令
を
出
し
た
兆
候
は
な
い
。
今
か
ら
命
じ

て
も
手
遅
れ
。
さ
ら
ば
だ
』

　

無
線
が
切
れ
る
。
高
野
は
傍
ら
の
無
線
を
つ
か
ん
だ
。

「
魚
住
、
ど
う
だ
」

『
捉
え
た
。
発
信
方
位
二
一
四
』

　

ブ
ザ
ー
音
。
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
朝
比
奈
大
尉
の
声
が
響
く
。

『
国
技
館
の
探
知
結
果
、
真
方
位
三
五
三
』

「
松
園
君
」

「
出
ま
し
た
。
奴
ら
の
発
信
源
は
」

　

液
晶
４
Ｋ
モ
ニ
タ
ー
に
東
京
市
の
地
図
デ
ー
タ
、
飛
行
船

と
国
技
館
の
位
置
、
そ
こ
か
ら
伸
び
る
逆
探
方
位
が
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
さ
れ
た
。

　

赤
色
線
が
見
る
間
に
伸
び
、
一
点
で
交
差
し
た
瞬
間
、
室

内
が
ど
よ
め
い
た
。

「
目
標
、
座
標
４
３
７
８
、
３
９
１
４
」

「
馬
鹿
な
」

「
凌

り
ょ
う

雲う
ん

閣か
く

だ
と
」

　

凌
雲
閣
は
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
に
建
造
さ
れ
た

高
さ
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
煉
瓦
造
り
一
二
階
建
て
の
高
層
建
造

物
だ
。
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「
凌
雲
閣
も
地
震
の
被
害
を
受
け
て
い
る
は
ず
だ
」

「
八
階
か
ら
上
が
崩
壊
し
て
い
ま
す
」

「
そ
れ
で
も
奴
ら
は
い
る
。
恐
ら
く
無
傷
の
区
画
を
占
拠
、

戦
闘
員
を
各
所
に
配
備
済
み
だ
」

　

高
野
は
無
線
を
取
っ
た
。

「
プ
ロ
メ
テ
ウ
ス
総
員
、
目
標
は
凌
雲
閣
だ
。
総
員
、
出
撃
。

太
内
光
巌
を
確
保
、
拘
束
し
ろ
」

「
な
ぜ
探
知
さ
れ
た
、
な
ぜ
」

　

凌
雲
閣
で
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
監
察
官
の
奥お

く

田だ

樹た
つ
るが
表
情
を
引
き
つ
ら
せ
て
い
た
。

　

関
東
防
災
総
司
令
部
を
監
視
す
る
赤
色
細
胞
、
敵
信
傍
受

班
の
緊
急
報
告
が
奥
田
を
恐
慌
に
陥
れ
る
。

「
ど
う
し
て
な
ん
だ
」

　

ほ
ん
の
僅
か
前
、
奥
田
樹
は
得
意
の
絶
頂
に
あ
っ
た
。

　

剛
力
の
突
入
に
動
揺
す
る
太
内
を
厳
し
く
叱
責
。

　

ツ
ン
グ
ー
ス
の
暗
殺
ペ
ア
と
神
原
君
人
に
敵
逆
探
班
の
殺

害
を
実
施
さ
せ
、
い
ず
れ
も
成
功
し
た
。
二
組
と
も
優
れ
た

暗
殺
者
で
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
も
一
目
置
か
れ
て
い
る
。
彼
ら

を
使
っ
た
敵
逆
探
班
の
抹
殺
は
、
奥
田
が
決
め
た
究
極
の
カ

ウ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。

　

敵
は
徹
底
し
た
攻
撃
で
剛
力
を
追
い
詰
め
、
自
爆
テ
ロ
攻

撃
を
決
行
さ
せ
た
。
警
視
庁
は
大
爆
発
で
崩
壊
。
そ
の
瞬
間
、

剛
力
と
深
い
繋
が
り
を
持
つ
太
内
は
錯
乱
、
無
線
は
垂
れ
流

し
と
な
り
、
敵
は
逆
探
に
成
功
す
る
。

　

着
眼
点
は
良
い
。
誉
め
て
や
る
。

　

実
際
、
モ
ス
ク
ワ
か
ら
私
が
来
な
か
っ
た
ら
危
な
か
っ
た
。

　

足
元
に
横
た
わ
る
公き

み

子こ

が
そ
の
証
だ
。
剛
力
突
入
寸
前
の

公
子
は
『
剛
力
兄
様
』
と
絶
叫
、
送
話
器
を
奪
い
取
ろ
う
と

し
た
。

　

そ
れ
を
腹
部
の
一
撃
で
昏
倒
さ
せ
、
床
に
叩
き
つ
け
た
。

　

言
葉
を
失
う
太
内
に
『
同
志
、
あ
く
ま
で
任
務
を
遂
行
す

る
の
だ
』
と
冷
た
く
突
き
放
す
。
相
手
が
絶
対
に
反
論
で
き

ぬ
状
況
で
正
論
を
も
っ
て
己
の
意
志
を
強
要
し
た
。

　

幸
い
、
太
内
も
任
務
を
再
認
識
し
た
よ
う
だ
。
立
ち
直
り
、

剛
力
を
喪
っ
た
怒
り
を
淡
々
と
無
線
で
敵
に
ぶ
つ
け
、
交
信
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を
断
っ
た
。
勝
利
は
我
に
あ
り
。
警
視
庁
を
爆
破
さ
れ
、
精

鋭
逆
探
班
を
喪
っ
た
敵
は
再
起
不
能
に
陥
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
再
度
逆
転
。

　

敵
の
逆
探
が
成
立
し
た
。
だ
れ
が
、
い
つ
、
ど
こ
で
。

「
何
が
起
き
た
ん
だ
」

「
知
り
た
い
で
す
か
、
同
志
」

　

不
意
に
声
が
響
く
。

　

奥
田
は
血
走
っ
た
眼
を
向
け
た
。
目
の
前
に
少
年
が
立
っ

て
い
た
。
高た

か

山や
ま

良よ
し

和か
ず

だ
。
モ
ス
ク
ワ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
、
た

か
が
記
録
係
。
不
作
法
な
奴
が
こ
の
俺
に
『
知
り
た
い
で
す

か
』
だ
と
。

　

怒
り
を
堪
え
つ
つ
、
奥
田
は
訊
ね
た
。「
訳
を
知
っ
て
い

る
の
か
、
貴
様
。
教
え
ろ
」

「
え
え
。
我
々
を
探
知
し
た
の
は
」

　

高
山
は
さ
な
が
ら
レ
ー
ニ
ン
像
を
思
わ
せ
る
ポ
ー
ズ
、
左

手
は
コ
ー
ト
に
、
右
手
を
三
七
度
の
角
度
で
伸
ば
し
、
人
差

し
指
を
突
き
出
す
〝
未
来
に
向
け
た
ポ
ー
ズ
〞
を
巧
み
に
再

現
し
、
声
を
張
り
上
げ
た
。

「
あ
い
つ
で
す
、
同
志
」

　

高
山
は
空
の
一
点
を
指
さ
し
た
。

　

黒
点
ほ
ど
の
大
き
さ
が
た
ち
ま
ち
一
円
玉
ほ
ど
の
大
き
さ

に
な
る
。

　

奥
田
の
目
が
見
開
か
れ
た
。

「
あ
れ
は
」

　

飛
行
船
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
の
操
縦
キ
ャ
ビ
ン
で
は
、
魚
住
た

ち
が
不
敵
な
笑
み
と
共
に
前
方
を
見
つ
め
て
い
た
。

　

双
眼
鏡
に
は
、
上
層
が
崩
落
し
た
凌
雲
閣
の
無
残
な
姿
が

は
っ
き
り
と
映
っ
て
い
る
。
見
張
員
の
声
が
続
く
。

「
目
標
を
視
認
」

「
数
は
三
名
、
い
や
、
四
名
。
各
階
に
武
装
し
た
敵
兵
を
確

認
し
ま
し
た
」

　

双
眼
鏡
を
降
ろ
し
た
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ラ
リ

ー
艦
長
は
達
し
た
。

「
副
長
、
全
銃
眼
に
ラ
イ
フ
ル
装
備
の
武
装
兵
を
配
備
。
砲

術
長
、
機
銃
の
用
意
は
ど
う
か
」
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「
で
き
て
い
ま
す
。
本
艦
の
装
備
、
ル
イ
ス
機
銃
六
挺
で
い

つ
で
も
交
戦
可
能
で
す
」

「
よ
ろ
し
い
。
た
だ
し
、
敵
が
撃
つ
ま
で
は
絶
対
に
撃
つ
な
。

必
ず
先
に
撃
た
せ
る
ん
だ
」

　

艦
長
は
傍
ら
に
立
つ
法
務
官
の
ベ
ッ
ク
マ
ン
中
尉
を
見
た
。

「
な
に
か
問
題
が
あ
る
か
な
、
ミ
ス
タ
ー
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
」

「
い
い
え
。
完
璧
な
対
応
で
す
」

　

マ
ク
ラ
リ
ー
は
内
心
で
胸
を
な
で
下
ろ
し
て
い
た
。
先
刻

の
命
令
書
開
封
は
、
司
令
官
を
激
し
い
葛
藤
か
ら
救
う
待
ち

望
ん
で
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
っ
と
モ
フ
ェ
ッ
ト
司
令
官
の
横
顔
を
見
つ
め
る
。
視
線

が
交
差
し
た
。
思
い
は
同
じ
だ
。

　

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ジ
ャ
ー
・
モ
フ
ェ
ッ
ト
司
令
官
の
脳
裏

に
先
刻
の
記
憶
が
蘇
る
。

『
こ
れ
よ
り
封
緘
命
令
書
を
開
く
』

　

司
令
官
自
ら
が
命
令
書
を
開
封
、
艦
長
と
ハ
ル
ゼ
ー
中
佐

が
覗
き
こ
む
。
一
拍
の
間
合
い
を
経
て
、
ハ
ル
ゼ
ー
が
つ
ぶ

や
く
よ
う
に
言
っ
た
。

『
こ
い
つ
は
魂た

ま

消げ

た
』

『
司
令
官
、
こ
れ
は
大
統
領
か
ら
の
直
接
命
令
で
す
』

　

予
想
は
つ
い
て
い
た
。

　

大
統
領
と
海
軍
上
層
部
は
、
飛
行
船
シ
ェ
ナ
ン
ド
ー
の
日

本
派
遣
を
巡
り
対
立
し
た
。
搭
載
す
る
最
新
の
電
子
装
備
が

原
因
だ
。
話
し
合
い
の
結
果
、
電
子
装
備
を
使
わ
ぬ
こ
と
で

折
り
合
い
が
つ
い
た
が
、
そ
れ
は
大
統
領
の
本
意
で
は
な
か

っ
た
。

　

出
発
直
前
、
モ
フ
ェ
ッ
ト
は
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
元
海
軍
次
官

か
ら
封
緘
命
令
書
を
受
け
取
っ
た
。
暗
号
電
の
受
信
後
、
開

封
せ
よ
と
命
じ
ら
れ
た
の
だ
。

　

暗
号
電
は
来
た
。
た
だ
ち
に
法
務
官
が
呼
ば
れ
、
封
書
が

開
封
さ
れ
る
。

『
人
命
救
助
と
機
密
保
持
規
定
、
そ
の
両
立
が
不
可
能
と
判

断
し
た
時
は
、
モ
フ
ェ
ッ
ト
司
令
官
に
全
権
を
委
ね
る
。

　

第
三
〇
代
合
衆
国
大
統
領　

カ
ル
ビ
ン
・
ク
ー
リ
ッ
ジ
』

　

こ
れ
ぞ
待
ち
望
む
命
令
だ
。
モ
フ
ェ
ッ
ト
は
告
げ
た
。



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




